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造を安定化する Ni2価，両者の中間の性質を持つMn3価， Ni2価よりさらに酸素親和性を低くする性質を持つ Mg2 価
イオンが α鎖か β鎖に入った 8 種の混成ヘモグロビンを使って，一酸化炭素と酸素の結合と解離の速度定数を決定し
た。
得られた結果の中に， T構造にも R構造にも帰属できないものは見つからなかった。この面では，さらに研究を継
続する必要があるが， Cr-Fe 混成ヘモグロビンの作成法を確立し， Cr3価イオンがオキシへムモデルとして使えるこ
とを示したこと， T状態と R状態の α 鎖と β鎖について，一酸化炭素と酸素の結合と解離の速度定数(16個あり，決
定されていなかったもの，論争のあるものなどが数個ある)を統一的に決定したことは，博士(理学)の学位論文と
して価値のあるものと認める。
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